
例会報告（平成24年11月15日）

皆さまこんにちは。本日は地区新世代奉仕委員会委

員長であります市原ロータリークラブの津留起夫様

にお越し頂きました。後ほど「新世代奉仕に関し

て」の卓話をお願いしております。よろしくお願い

致します。

17日には、奉仕プロジェクト委員会と新世代奉仕委

員会の企画で「ノースカップ2012（女子ミニバス

ケットボール大会）」が蓮沼スポーツプラザであり

ます。ロータリークラブのジャンバー着用でご参加
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下さいます様お願い致します。

また、のぎくプラザでは13時30分開場で、成田空港

南ロータリークラブが後援しております「第４回

ユースコーラスフェスティバル」が行われます。ゲ

ストに第79回ＮＨＫ全国学校音楽コンクールで金賞

受賞の千葉県立幕張総合高等学校合唱団をお迎えい

たします。一流のコーラスを楽しみたいと思いま

す。この企画は、齋藤逸朗会員の協力があって行わ

れます。

17日はクラブの皆さま方の参加をお待ち致しており

ます。また両方のイベント終了後に、反省会・慰労

会を兼ねまして移動例会を予定しております。プロ

グラム委員にはご迷惑をお詫びいたします。よろし

くお願い致します。

①例会変更のお知らせ（回覧）

・多古ＲＣ

　11/27（火）　休会（12/1振替）

　12/ 1（土）　移動例会

     （第12回多古町近隣小学校駅伝大会参加（応援）

　12/ 4（火）　移動例会（人ｾﾐﾅｰ ﾛｰﾀﾘｰ教室）

　　　　　　　 11：50　多古中学校集合

　12/18（火）　ガバナー公式訪問

　12/25（火）　クリスマス忘年会

・八日市場ＲＣ

　11/27（火）　移動例会（企業訪問）

・東金ビューＲＣ

　11/29（木）　通常例会（ｱｸﾞﾘ会卓話）

　　　　　　　 点鐘19：00

　11/20（火）　休会（定款第６条）

幹事報告



◇おにぎり会（同好会）

　　　　　おにぎり会会長　　内田　裕雄 会員

おにぎり会からのお願いです。12月20日（木）夜

間移動例会・忘年会が行われる予定ですので、午

前中に今年度最後の忘年ゴルフコンペを計画いた

しました。詳細につきまして、今日皆さんにＦＡ

Ｘいたします。奮ってご参加下さるようお願いい

たします。

◇奉仕プロジェクト委員会

　　　　　　　　　委員長　　秋葉　講一　会員

今週末に行われます「ＮＯＲＴＨ ＣＵＰ 2012」

のご案内をさせて頂きます。

　日時　2012年11月17日（土）

　　　　閉会式　　　8：15

　　　　決勝戦　　　3：40頃

　　　　表彰式　　　4：00予定

　　　　写真撮影　　5：00

ロータリージャンバー着用の上、蓮沼スポーツプ

ラザにお集まり頂きたいと思います。駐車場があ

まりないものですから、いっぱいでしたら道の駅

に車を止めてお出で頂きたいと思います。表彰式

のときに、今、皆さんのテーブルにメダルを置い

てありますが、クラブから優勝・準優勝チームに

それぞれ15個づつ用意しております。閉会式の時

に会長から選手にプレゼントして頂く予定です。

その後、記念撮影をして移動例会となります。

この様な流れになっております。皆さんよろしく

お願い致します。

◇指名委員会

　　　　　　　　　　　　　　菅井　直秀　会員

12月第一例会終了後に、指名委員会を開きたいと

思いますので、よろしくお願い致します。

②会報受領クラブ（回覧）

・銚子ＲＣ　　・八日市場ＲＣ

③活動計画書受領クラブ（回覧）

・八日市場ＲＣ

④得居Ｇ、白鳥ＰＧ、織田ＰＧより週報のお礼状が

届いております。

⑤ガバナーより

・月信11月号の訂正のお願い

・2013年ロータリー世界平和フォーラム広島の登録

⑥日本事務局奉仕室臨時ニュースレターが届いてお

ります。

⑦お知らせ

・あらためてノースカップへの参加をよろしくお願

い致します。

委員会報告



皆様こんにちは。只今紹介をいただきました地区新

世代奉仕委員長の津留です。ホームクラブは市原Ｒ

Ｃです。大切なお時間をいただきまして新世代奉仕

についてお話をさせていただきます。

先日成田空港南ＲＣのホームページを見ておりまし

たおりに、会報に「危機管理委員会の通達」が掲載

されておりました。まことにありがたく感謝申し上

げます。この危機管理委員会は、鈴木ＰＧ・関口Ｇ

Ｅ・新世代奉仕委員長津留そして外部委員として東

邦大学名誉教授の大西様の４人で構成されておりま

す。

この通達を出すきっかけとなりましたのは次のよう

なことからです。地区委員・提唱クラブ委員長と顧

問の先生方とが一緒になって行うインターアクト合

同委員会に得居ＧＥが同席されておりました。顧問

の先生から、「ロータリーの酒席に高校生が同席す

る場合があり教育上問題である」との発言があり、

得居ＧＥも2002年に出された「青少年と接する際の

行動規範に関する声明」を順守する意味でも、危機

管理委員会からこの通達が出されたということで

す。

　今年度から、いままで国際奉仕の中にありました

「青少年交換小委員会」が新世代奉仕委員会の中に

組み入れられました。得居Ｇによりますと「手続要

覧の新世代奉仕にそって地区委員会を構成した」と

のことでした。この「青少年交換プログラム」は、

新世代奉仕部門の中でも特別なプログラムなので

す。その理由は、ＲＩから当２７９０地区がお墨付

きをもらって参加出来るプログラムなのです。イン

ターアクト・ローターアクト・ＲＹＬＡは、地区が

独自に行えるプログラムです。何故か。それは、

ロータリーを守るためなのです。

今年５月に得居Ｇ事務所宛てにＲＩ青少年交換シ

ニアー・コーディネーターより「地区の青少年交

換プログラムに参加」するかどうかお尋ねが来ま

した。引き続き参加するならＲＩの地区認定条件

をクリアーする旨の認定申請書を期日までに提出

するように案内が来ました。この中には、近年大

変問題になっております「セクシャルハラスメン

ト」について厳しくなっております。来日学生の

面倒を見る人々を、ロータリアンを含めてＲＩは

「ボランティア」と言っております。このボラン

ティアについて「犯罪歴を調べる」ことになって

おります。これは、米国ならいざ知らず日本では

不可能です。この項目につきましては「日本国内

警察に対して個人の犯罪記録を照会することはで

きない。これらを担保するために『青少年ボラン

ティア誓約書』で対応する」ということにしてお

ります。

今年の７月８日に全国34地区の青少年交換委員長

さんが集まりセミナーが行われました。言葉の行

き違いで、来日学生が受ける感覚がどうもずれる

ことによって、何でもない事がハラスメントと受

け取られてしまうこともあるようです。このハラ

スメントの報告が地区に知らされたならば、72時

間以内にＲＩに報告しなければならないという

「ＲＩ72時間ルール」というものがあります。一

旦報告を受けた地区は、「それは間違っている」

とか「勘違いである」とか地区内で判断せずに、

「72時間以内にＲＩに報告をしなさい」と言って

いる訳です。そして、後日「調べてみたら、単な

る言葉の行き違いでした。本人も理解をしてい

る」と２次報告をすれば済ます。

ここで注意をしなければならないことは、ロータ

リーといえども組織です。組織防衛という意識が

どうしても起こります。「もみけし」です。その

ことも考えて危機管理委員会に中に、外部有識者

を入れております。これは、「ロータリーは決し

て問題をたなざらしとか隠ぺいなどしません」と

いうことを担保しているのです。また、セクシャ

ルハラスメントが起こった時にどのようにするか

を、表明しているのはロータリーだけなのです。

他の学校・団体でも少なからずこのような問題が

起こっておりますが、その意味では、ロータリー

卓話

地区新世代奉仕委員会委員長

津留　起夫　様　（市原ＲＣ）

「 新世代奉仕について 」



の青少年交換Ｐはかなり進んでいるというべきで

す。あるＲＩ理事がおっしゃっておりました。

「会議の前に、あるファイルが回ってくる。ドキ

ドキしながら日本のページをみて、そのような報

告がないことを確認してホットする」。世界規模

では、いろいろな問題が起きているということで

す。

当2790地区では、過去2000年以前では、14名前後

の派遣生を出しておりましたが、だんだん少なく

なってきており、今年度は長期派遣が１名、短期

派遣が１名の計２名が派遣候補生として選考され

ております。ここに私達が抱えているいろいろな

問題が含まれております。

一般の方から、「この青少年交換Ｐに応募したい

がどのようにすればいいか」という問い合わせが

２件ありました。スポンサークラブを探さなけれ

ばなりませんので、その方の近隣の分区クラブを

紹介しました。結果、どこのクラブもホストが出

来ない理由により御断りをしたそうです。これ

は、今私達が抱えている問題で、ホストが出来な

いということです。ＲＩの規定では最低２か所の

ホストファミリーをそろえなければならないと

なっています。現実的には、送り出している生徒

のご家庭と、スポンサークラブのロータリアン宅

がホストファミリーになっている訳です。地区と

しましては、ホストファミリーは３～４か所をお

願いしております。日本の文化を知ってもらうに

は、出来るだけ数多くのホストファミリーと過ご

す時間を多くしたいということからです。また、

ロータリアン自身のいろいろな意味での余裕が、

なくなってきていることもその原因の一つではな

いかと思っています。

そこで、ＧＡの皆様に相談を投げかけました。そ

れは次のようなことです。「分区で支援を」とい

うことです。というのは、分区を構成している複

数のクラブが、派遣生の推薦と来日学生の受入及

びその経費について、互いに協力をし合うという

ことです。たとえば５クラブの分区では、輪番制

で毎年１クラブから１名の派遣推薦生徒を出す。

その年度の受入担当クラブは、残りのうち３クラ

ブが、それぞれ１ホストファミリーを準備する。

掛かる経費、たとえば100万円を５クラブで均等割

りにする等です。これは、地区委員会からの希望

です。次年度にも引き続き検討をお願いしたいと

思っております。

しかし、ここに「Ｉ　ＳＥＲＶＥ」、と「ＷＥ　Ｓ

ＥＲＶＥ」が出てきます。ロータリーは倫理運動だ

といわれております。私達は、職業倫理を実践する

ことを職業奉仕と名付けています。もちろん「Ｉ

ＳＥＲＶＥ」です。私が奉仕する。私の奉仕です。

しかし、一歩踏み出して社会奉仕を見てみますと、

「Ｉ　ＳＥＲＶＥ」だけでは難しくなっている、あ

る限界を感じております。新世代奉仕を包括する社

会奉仕にたいして、ロータリアンが数人で奉仕をす

ることは、「ＷＥ　ＳＥＲＶＥ」なのでしょうか。

私は、我々の奉仕「ＯＵＲ　ＳＥＲＶＩＣＥ」だと

思うのです。是非、青少年交換Ｐにつきましては、

「Ｉ　ＳＥＲＶＥ」を少し踏み出して、派遣青少年

を支援していただきたいと思います。

日本34地区には、熱意があふれる地区がたくさんあ

ります。今年の７月８日の全国34地区の青少年交換

委員長会議席上、多くの委員長さんは「この交換プ

ログラムが１番」と胸を張って言いきるのです。私

は、ロータリーの数あるプログラムに優劣などない

と思っていますが、なぜ彼らはそう言い切るので

しょうか。それは、青少年の好ましい変化を、自分

の眼で見、体験しているからだとわかりました。

ここに写真をお見せしましょう。蝶の羽化です。

　　　　　　　　　　　　　　　この写真にありま

　　　　　　　　　　　　　　　す蝶の羽化を、頼

　　　　　　　　　　　　　　　りないように見え

　　　　　　　　　　　　　　　た高校生が、１年

　　　　　　　　　　　　　　　間を経て帰国して

　　　　　　　　　　　　　　　逞しくまた派遣先

　　　　　　　　　　　　　　　の言葉を流暢に話

す、まさにその「変態」ぶりを全国の青少年交換委

員長は、体験しているからなのです。そして、地区

委員会が推し進めているプログラムそれぞれには、

時間の差こそあれこのような体験をする機会が隠さ

れているのです。

日本の生徒が、たとえばアメリカに行く場合、国を

越えていくわけですが、異文化に接し、親善大使と

して大きな目的のために行くわけです。国際理解も

そうでしょう、価値観も違っております。違った生

活環境の中で、自分がどれだけ自分のことを見つめ

直せるか、将来のことを考えることができるか、



自分が置かれた状況で、自分がどれだけ変われる

のか。派遣された生徒は、常にこの試される状況

におかれている訳です。

非常に良いプログラムだけれども、彼らにとって

は、非常につらい状況に置かれることもあるので

す。決してお客様ではないのです。来日している

学生も同じ事が言えます。どのようにしたらいい

のかわからない状況の中でも、積極的に打開をし

た経験は、若い彼らにとってかけがいのないもの

になると信じております。社会に出た時にきっと

壁に阻まれることがあるでしょう。積極的に打開

した成功体験のある若者と、その経験がない者と

の間には、大きな隔たりがあるはずです。蝶が羽

化するときには、大変な苦痛があるのと同じだと

思います。高校生にそれに挑戦する機会を与える

ことが、われわれロータリアンに求められている

のです。

このプログラムは、多くのロータリアン、クラ

ブ、学校やボランティアの方々の支えがなければ

成り立ちません。この支援の輪が、一人の若者を

育てていくのですが、ロータリーが行う派遣が、

他の団体と違う点は、若者が親善大使として派遣

され、その上で国際理解を養うことにあります。

単なる語学研修ではないのです。スキルとしての

言葉を覚えることはその副産物なのです。異文化

を体験させ、一回り大きくなってほしい、殻を

破ってほしいという期待を持って送り出している

のです。

派遣生が少なくなってきている状況を打破するに

は、宣伝に力を入れるべきです。千葉県や市町村

の教育委員会の後援をとりつけ、県内高校184校に

応募書類やポスターを送付します。しかし、懸念

があります。一般応募希望者が、スポンサークラ

ブを探す時に先の例にあるように、クラブから断

わられるという事が少なからず起こります。「な

んだ、宣伝をしておきながら、受入体制が出来て

いないではないか」という声を恐れています。で

すから、なかなか出来ません。ひたすら地道にク

ラブから近隣の高等学校へプログラムの紹介をす

るしか道はありません。

地区委員会構成とクラブ内委員会構成のお話をし

ます。私の市原ＲＣでは、新世代奉仕が第５の

奉仕部門になっても、いまだに委員会を独立させて

おりません。私が地区の委員長なのにどうして委員

会を独立させないのかと聞いたことがあります。幹

事曰く「いくら津留さんが地区委員長でも、クラブ

は関係ありません。地区の委員会構成にクラブが合

わせなければならないことはありません。クラブに

は、自治権があります」。ですから、得居Ｇは、委

員会と委員会が協力してプロジェクトを行うように

提言されております。それが「クロスプロモーショ

ン」なのです。

他のプログラムについてもお話をしなくてはなりま

せん。これをご覧ください。

インターアクトのプログラムは、今年で５０周年を

迎えます。ＲＩの常設プログラムで一番古いプログ

ラムです。１１月５日を含む周を「世界インターア

クト週間」としております。インターアクト・クラ

ブは、ロータリー・クラブが提唱することがその始

まりになります。クラブが子クラブを創るという事

と似ているのです。このプログラムは、スクール型

（学校主体）とコミュニティー型（地域主体）があ

り、現在当地区な１６クラブは全てスクール型に

なっております。スクール型インターアクト・クラ

ブは、生徒と直接ロータリー・クラブがコンタクト

はとれません。あくまでも学校内の１クラブとして

の位置づけのため、校長・顧問教師が窓口になって

います。ですから、ロータリー側と学校側の思いが

違っていれば、なかなか事が動かないということが

あり、活動が非常に硬直化しています。

今年４月、地区協議会新世代奉仕部会で、青少年交

換委員長の河野さんから「何故、新世代奉仕のプロ

グラムにロータリーの基本である『職業奉仕』につ

いてのカリキュラムが含まれないのか」という質問

を受けました。後日回答ということで本日を迎えた

わけですが、これは、大変意義のある質問・ご指摘

だと思っております。職業奉仕は、われわれロータ

リアンがよって立つ拠り所、基本中の基本です。回

答とはいきませんが、青少年と接する時に、



クラブ名
東金 東金商工会館４Ｆ 火

0475-52-1101
大原 いすみ市商工会 木

0470-62-1191
大網 中部コミュニティセンター 水

0475-73-3337
東金ビュー ｴｽﾄｰﾚﾎﾃﾙｱﾝﾄﾞﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ

0475-55-1111
成田 成田ビューホテル内

0476-32-1111
銚子 銚子商工会館5F 水

0479-25-3111
旭 ヒューマンプラザ黄鶴内 金　12：30～13：30

0479-63-0007
八日市場 千葉興業銀行八日市場 火   

支店　　 0479-72-1561
多古 多古町ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

成田 ホテル日航成田内
ｺｽﾓﾎﾟﾘﾀﾝ 0476-32-1144

 0479-76-7811 12：30～13：30

金

水　12：30～13：30　

火

12：30～13：30

第5例会　18：30～

第1･3･5週 19:00～20:00

特別例会18：30～20：30

12：30～13：30

12：30～13：30

木 第2･4週 12：30～13：30

例　会　場 例会日時

12：30～13：30

12：30～13：30

12：30～13：30

「相手を思いやる」ことの大切さを青少年に伝え

ていかなければと思っております。

次にＲＹＬＡセミナーのことですが、来年３月

１・２・３日にシニアーＲＹＬＡセミナーと６月

１５・１６日にジュニアーＲＹＬＡセミナーを行

います。２つに分けましたのは、それぞれの年齢

層のニーズが違っている事と、懇親会の時にアル

コールが出る場合があり、先ほどの危機管理委員

会通達に沿った運営をしなければならないからで

す。是非とも参加者の推薦をお願い致します。

今後、新世代奉仕はロータリーを支える大きな柱

になってまいります。成田空港南ＲＣにおかれま

しても、更なるご支援をいただきます様お願い申

し上げます。ご静聴ありがとうございました。

☆ 近隣クラブ例会日 ★

出典:2008年国際協議会 渡辺好政元RI理事

本日計 　 10,000円

累　計   379,000円

青柳誠君・齋藤逸朗君・土屋俊夫君・鈴木恭一君

内田裕雄君・石田喜一君・行木英夫君

高田一行君・渡辺孝文君・花澤昇一君

　…津留様ご苦労様です

ニコニコボックス

例会日 会員数 出席

11月15日 38 31

MU ％

2 86.84

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告


